
　

今
年
度
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
で
す
が
、
秋
の

某
日
、
選
挙
啓
発
動
画
の
撮
影
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
言
葉
で
、
投
票
順
序

の
紹
介
や
「
選
挙
に
行
こ
う
！
」
と

画
面
を
通
し
て
同
年
代
に
呼
び
か
け

る
こ
と
が
で
き
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
動
画
に
つ

い
て
の
詳
細
は
２
面
）

　

ま
だ
啓
発
活
動
に
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
夏
の
都
議
会
議

員
選
挙
に
向
け
て
、
メ
ン
バ
ー
同
士

で
意
見
を
出
し
合
い
、
工
夫
し
て
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
お
楽
し
み

に
！

Ｖ
サ
ポ
活
動
報
告

令和２年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

Ｖサポデザインのマスクケース
（早く街頭啓発できますように！）

７月 ４ 日は

東京都議会
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文京Vote Supporters：通称「Ｖサポ」とは、平成29年８月に発足した若者の政治参画意識や投票率の向上を目指して活動する文京区独自の若年層啓発グループです。
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同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
明
る
い
選
挙
」
の
推
進
と
若
年
層
へ
の

啓
発
を
兼
ね
て
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
こ
れ
か
ら

作
成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

指ヶ谷小学校1年
黒岩　綾乃さん

都立工芸高等学校1年
金子　涼見さん

都立工芸高等学校1年
� 荒　一翔さん

都立工芸高等学校1年
土田　百都花さん

都立工芸高等学校1年
中島　寿珠さん

文林中学校2年
久武　颯花さん

都立工芸高等学校1年
小西　舞緒さん

都立工芸高等学校1年
生島　諒子さん

都立工芸高等学校1年
服部　心優さん

都立工芸高等学校1年
荒川　瑛莉菜さん

指ヶ谷小学校6年
加藤　ほのかさん

都立工芸高等学校1年
仮屋園　波音さん

都立工芸高等学校1年
荒木　こももさん

都立工芸高等学校1年
� 野村　佳央さん

都立工芸高等学校1年
福木　誠さん

文林中学校2年
今井　佐陽乃さん

都立工芸高等学校1年
庄司　伊織さん

都立工芸高等学校1年
常多　愛美さん

都立工芸高等学校1年
角田　春和さん

都立工芸高等学校1年
近藤　夏芽さん

小学生の部
学校名 学年 氏名

林町小学校 ２ 松俵　沙歩
指ヶ谷小学校 ４ 土肥　丈定
本郷小学校 ６ 下坂　澪礼

３ 正木　みやび

中学生の部
学校名 学年 氏名
茗台中学校 ２ 橋口　千尋
音羽中学校 ２ 平原　侑真
第十中学校 ２ 大森　美咲

２ 杉田　珠江
本郷台中学校 １ 岡﨑　健太

１ 濱　武佐士

文京区入選受賞者（敬称略）

文
京
区
優
秀
賞

　

毎
年
出
展
し
て
い
る
秋
の
東
洋
大
学
学
園
祭
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
選
挙
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
、
投
票
体
験
な
ど
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
印
象
に
残
る
啓
発
方

法
は
何
か
を
考
え
、
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

動
画
は
、「
投
票
所
っ
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
疑
問
を
解
消
す
る
内
容
で
、
投

票
所
内
の
様
子
と
投
票
の
流
れ
を
Ｖ
サ
ポ
メ
ン
バ
ー

が
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

撮
影
当
日
は
、
5
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
出

来
上
が
り
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
な
か
な
か
経
験

で
き
な
い
※
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
で
の
撮
影
に
、
少
し

緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

　

投
票
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
楽
し

い
動
画
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
の
啓
発
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

投
票
順
序
紹
介
動
画
を
作
成
し
ま
し
た

※�グリーンバックとは：映像のクロマキー合成（映像の一部を透明にし、そこに別の映像を合成する技術）のために用いられる緑色の背景のこと。

　

昨
年
は
、
感
染
症
の
影
響
で
例
年
通

り
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
も

ど
か
し
い
期
間
が
あ
っ
た
一
方
で
、
啓
発
動
画
作
成
へ
の

参
加
や
勉
強
会
の
実
施
な
ど
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
直
す

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
ま
し
て
は
、
選
挙
出
前
授
業
に
参
加
し
、

学
生
の
皆
様
た
ち
が
選
挙
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る

姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
、
自
身
の
啓
発
活
動
へ
の
更
な
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、
改

め
て
、
啓
発
活
動
の
意
義
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ま
た
街
頭
啓
発
活
動
が
可
能
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
共
に
、
嬉
し
い
こ
と
に
昨
年
、
複
数
名
の
新

メ
ン
バ
ー
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
メ
ン

バ
ー
間
の
意
見
交
換
や
活
動
参
加
が
一
層
活
発
と
な
る
よ

う
な
一
年
に
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

辻　

ま
ひ
ろ

Ｖ
サ
ポ
メ
ン
バ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
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童
謡
に
「
村
祭
り
」
と
い
う
歌

が
あ
る
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
村
の
鎮
守
の
神
様
の
今
日
は
め

で
た
い
御
祭
日
ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ

ラ
・
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
…
」

　
歌
詞
は
う
ろ
覚
え
で
す
が
、
小

生
、
昨
年
は
何
回
目
か
の
年
男
で

し
た
。
近
く
の
氏
神
様
に
夜
の
暗

い
う
ち
か
ら
並
ん
だ
初
詣
で
は
、

今
年
も
良
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
と
お
祈
り
を
し
、
節
分
で
も

裃
を
着
て
、
豆
ま
き
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
三
月
に
入
る
と
だ

ん
だ
ん
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、

文
京
区
で
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
、
こ
の
状

況
は
年
の
後
半
に
な
っ
て
も
、
秋

ま
つ
り
等
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
ど
、
散
々
な
一
年
で
し
た
。

　
年
の
明
け
た
令
和
三
年
、
丑
年
。

歩
み
は
遅
く
と
も
、
確
実
に
前
に

進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

　
七
月
に
は
、
都
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
、
文
京
区
の
投
票
率
ア
ッ
プ

の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ろ
び
ー

　
主
権
者
教
育
の
一
環
で
、
児
童
・
生
徒
の
政
治
や
選
挙
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
取
組
み
と
し
て
、
学
校
、
選
挙
管
理
委
員

会
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
選
挙
と
同
じ
素
材
で
作
ら
れ
た
投
票
用
紙
を
使
用
す

る
な
ど
、
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
中
で
、
投
票
か
ら
開
票
ま

で
の
流
れ
を
体
験
で
き
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
工
夫
し
て
多
く
の
学
校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
児
童
・
生
徒

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
大
変
好
評
で
、
政
治
や
選
挙
に

関
心
を
持
つ
一
助
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
実
施
に
向
け
て
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
た
様
々
な
提
案
を
ご
用
意
し
、
意
向
確
認
の
事
前
打
合
せ
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
永
年
功
労
者

《
20
年
表
彰
》

大
原
地
区
　
　
綱
島
　
悦
子
　
委
員

大
塚
地
区
　
　
明
石
　
節
子
　
委
員

大
塚
地
区
　
　
坂
巻
　
三
登
　
委
員

大
塚
地
区
　
　
竹
内
　
広
美
　
委
員

音
羽
地
区
　
　
櫻
井
　
芳
枝
　
委
員

向
丘
地
区
　
　
根
尾
　
英
子
　
委
員

根
津
地
区
　
　
角
田
　
昌
子
　
委
員

駒
込
地
区
　
　
村
田
　
葉
子
　
委
員

《
10
年
表
彰
》

大
原
地
区
　
　
片
岡
　
哲
子
　
委
員

大
原
地
区
　
　
藤
井
　
桂
子
　
委
員

大
塚
地
区
　
　
葛
城
　
美
智
子
委
員

湯
島
地
区
　
　
小
山
　
久
枝
　
委
員

根
津
地
区
　
　
小
林
　
暢
夫
　
委
員

　
い
つ
頃
か
ら
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
記
録
に
よ
る
と
、

明
治
時
代
に
普
通
選
挙
の
実
現
の
た
め
に
運
動
し
て
い
た
人

た
ち
が
胸
に
白
バ
ラ
を
つ
け
て
奮
闘
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
30
年
に
開
催
さ
れ
た
普
通
選
挙
30
周
年
、
婦

人
参
政
10
周
年
記
念
式
典
の
シ
ン
ボ
ル
に
使
用
さ
れ
て
以
来
、

明
る
い
選
挙
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
白
バ
ラ
の
も
つ
清
楚
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
明
る
い
選
挙
の

目
標
の
一
つ
で
あ
る
清
潔
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
現

在
で
は
広
く
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
総
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
当
区
で
も
、
啓
発
機
関
紙
「
文
京
白
ば
ら
」、「
白
ば
ら
セ

ミ
ナ
ー
」
な
ど
事
業
名
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
因
み
に
花
言
葉
は
「
純
潔
」「
尊
敬
」「
私
は
貴
方
に
ふ
さ

わ
し
い
」「
約
束
を
守
る
」「
相
思
相
愛
」
の
よ
う
で
す
。

永 年 功 労 者 表 彰 「白バラ」の由来明るい選挙の
　　　シンボル

　今年度の東京都明るい選挙推進大会は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止となってしまいま
したが、明るい選挙推進運動永年功労者として、20
年表彰を８名、10年表彰を５名の方が受賞されまし
た。長年に亘るご尽力とご活躍に、心から感謝申し
上げます。

大
塚
地
区

小
守
　
正
平

選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙
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正
に
、
風
雲
急
を
告

げ
る
令
和
二
年
。
年
度

は
ま
だ
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
と
、
そ
れ

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
競
争
で
、
世
界

中
が
大
騒
ぎ
し
た
一
年
で
し
た
。
政
府
の
目

論
見
で
は
、
今
年
の
五
月
末
頃
ま
で
に
は
、

ほ
ぼ
沈
静
化
さ
せ
る
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
心
配

で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
我
々
推
進
委

員
は
、
富
岡
製
糸
場
の
視
察
や
、
龍
崎
孝
氏

の
政
界
裏
話
も
聴
く
こ
と
の
で
き
た
白
ば
ら

セ
ミ
ナ
ー
等
で
得
た
知
見
を
活
か
し
、
地
道

に
話
し
あ
い
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

年
度
末
に
向
け
て
も
、
学
校
に
出
向
い
て

の
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙
、
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示
会
等
が
ご
ざ
い
ま

す
。
先
輩
諸
氏
が
築
き
上
げ
た
投
票
率
都
内

随
一
の
名
声
を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
気
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
鎌
倉
精
一　

記
）

《
編
集
委
員
》

北
條
み
づ
枝
・
田
中　

福
子
・
小
守　

正
平

舩
田　

和
子
・
鎌
倉　

精
一
・
尾
藤　

育
美

武
田　

文
夫
・
富
所
由
紀
子
・
小
野　

朋
子

�

（
地
区
順
）

   

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数（
３
月
１
日
現
在
）

�

男
性　
　
８
６
、
７
３
０
人

�

女
性　
　
９
７
、
９
３
２
人

�

合
計　
１
８
４
、
６
６
２
人

令
和
２
年
12
月
12
日
（
土
） 

　
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ
会
議
室
で
開
催

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
来
場
者
の
皆
様
へ
の
検
温
・
手

指
消
毒
の
お
願
い
、観
客
席
の
間
隔
を
空
け
て
定
期
的
な
換
気
を
行
う
な
ど
、

十
分
な
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
一
部
】
基
調
講
演 

講
師
：
流
通
経
済
大
学
教
授　

龍
崎
孝 

氏　
『
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
、そ
の
舞
台
裏
』

　

ご
自
身
の
政
治
記
者
と
し
て
の
体
験
談
を
交
え
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
政

治
情
勢
に
つ
い
て
語
る
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
普
段
は
な
か
な
か

聞
け
な
い
政
治
の
裏
話
も
あ
り
、
興
味
の
尽
き
な
い
ひ
と
時
で
し
た
。

【
第
二
部
】
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム 

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～ 

　

進
行
役
の
黒
崎
氏
を
中
心
に
、
異
な
る
若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
３
人
の
登
壇
者
と
第
一
部
講
師
の
龍
崎
孝
氏
を
交
え
て
、
ネ
ッ
ト
社
会
へ

と
急
速
に
突
き
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
若
者
の
立
場
か
ら
普
段
ど
の
よ

う
な
媒
体
で
情
報
の
発
信
や
取
得
を
し
て
い
る
か
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
登
壇
し
た
選
挙
啓
発
団
体
の
学
生
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
難

し
い
状
況
で
の
執
行
と
な
っ
た
東
京
都
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

情
報
を
取
得
し
発
信
し
た
の
か
、
ま
た
所
属
団
体
の
活
動
で
工
夫
し
た
こ
と

な
ど
の
話
は
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
多
く
の
来
場

者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

白ばらセミナー～情報社会を生き抜くために～

管
外
視
察

　

令
和
２
年
11
月
11
日
㈬
、
秋
晴

れ
の
中
、
富
岡
製
糸
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

明
治
５
年
の
設
立
か
ら
１
０
０

年
余
り
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

し
、
国
家
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
富
岡
製
糸
場
は
、
平
成

26
年
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
、
現
在
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ

姿
で
大
切
に
保
管
・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
時
、
世
界
最
大
級
の
製
糸
工
場
は
、
渋
沢
栄

一
や
伊
藤
博
文
な
ど
、
明
治
国
家
を
支
え
た
偉
人
を
語

る
上
で
も
重
要
な
施
設
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
視
察
を
通
じ
て
、
日
本
近
代
史
へ
の
見
識
を
深

め
、
政
治
と
の
関
わ
り
を
学
べ
た
こ
と
は
、
今
後
の
話

し
あ
い
活
動
に
活
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

―
令
和
２
年
10
月
の
話
し
あ
い
強
調
月
間
中
に
２
会
場

で
開
催
―

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
家
庭
、
地
域
で
の
主
権
者

教
育
」
に
関
し
、
初
め
に
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会

長
か
ら
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
副
会
長

に
よ
る
自
身
の
経
験
を
基
に
し
た
お
話
か
ら
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
が
幼
い
頃
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
取
り
上
げ
て
、
選
挙
や
政
治
に
触
れ
る
機
会
が
作
れ

た
ら
い
い
」、「
投
票
所
に
来
て
い

る
親
子
連
れ
を
見
る
と
、
出
前
授

業
の
効
果
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
身
近
な
場
面
で
の
主
権
者

教
育
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
別
座
談
会
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